
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成26年10月２日（第19回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ
　10月に入って、ぐっと秋めいてきました。お

しゃれが楽しめる季節ですよね。洋服、アクセサ

リーなど、トレンドも気になります。ご案内役の

奈良のりえです。大企業トップへのインタビュー

などをおよそ１時間にわたって放送している

「チャンレジ・ザ・ドリーム」。今日のトップイン

タビューは、大きな卵の飾りが印象的な生活雑貨

店ハンプティーダンプティーを県内外に展開して

いる、前橋市の株式会社ハンプティーダンプ

ティー 貫井哲夫社長です。ハンプティーダンプ

ティーは、おしゃれな生活雑貨やファッション、

アクセサリーなどを取り扱っていて、女性に人気

のお店です。豊富な品ぞろえで、見ているだけで

も楽しい店内ですので、女性ならずとも訪れたこ

とのある人は多いのではないでしょうか。現在、

県内外に34店舗があり、従業員およそ430人、年

間の売上は62億7,000万円です。そんなハンプ

ティーダンプティーも、スタートは貫井社長が

27歳のときに１人で始めた小さなお店でした。

創業当時の様子や、その後の事業の拡大、経営の

考えなど、貫井社長にお話を伺っていきます。ま

た、番組後半は、事業を興す起業をテーマにした

授業を行っている県立前橋商業高等学校の取り組

みをご紹介します。

●トップインタビュー

株式会社ハンプティーダンプティー
 貫井哲夫社長
̶̶̶株式会社ハンプティーダンプティーの貫井

哲夫社長にFMぐんまのスタジオにお越しいただ

きました。貫井社長、今日はどうぞよろしくお願

いします。

（貫井社長）よろしくお願いします。

【起業を決意するまで】

̶̶̶今日は迷彩柄のジャケットにジーンズ。格

好いいですね。

（貫井社長）ありがとうございます。

̶̶̶ハンプティーダンプティーにはおしゃれな

生活雑貨やファッション、アクセサリーなどが並

んでいますが、貫井社長は子どものころから、やっ

ぱりこういったものがお好きだったんですか。

（貫井社長）そうですね。雑貨っていうのはあま

り興味はなかったんですが、ファッションには興

味がありまして、好きな洋服を買うためによくア

ルバイトをしていました。

̶̶̶自分のお金で買った１着目って、すごく思

【プログラム】

●トップインタビュー

　株式会社ハンプティーダンプティー

 貫井哲夫社長

●群馬県信用保証協会からのお知らせ

　 「チャレンジ・ザ・ドリーム 25年度版」

単行本発行について

●起業あれこれ紹介コーナー

　群馬県立前橋商業高等学校

 滝沢光生先生と生徒の皆さん

◎アナウンサー　奈良のりえ
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い出に残っていますよね。

（貫井社長）そうですね。ジーンズでしたね。

̶̶̶ああ、そうですか。そんな貫井社長ですけ

れども、高校は高崎工業高校に進まれたそうです

ね。

（貫井社長）はい。

̶̶̶そのころの将来の夢って何でしたか。

（貫井社長）特になかったんですけれども、親戚

が病院の事務をしていましたので、その紹介で、

地元の薬品会社に就職しました。

̶̶̶薬品会社というと、やっぱり今のお仕事と

もあまりつながりがあるようにも思えないですが

……。

（貫井社長）そうですね、全く違いますね。

̶̶̶では、あまり就職に対して、こういうこと

がやりたいというのがあったわけではないです

か。

（貫井社長）そうですね。薬品会社というのは安

定していましたので、まあ安定する企業がいいか

なと思いまして、そこを選びました。

̶̶̶スタートは、安定からだったんですね。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶そんな貫井社長が、その後、自分でお店を

開くきっかけはどういうことだったんでしょう。

（貫井社長）そうですね、そこの薬品会社に２年

ほど勤めまして、その後、東京のアクセサリーと

雑貨のお店に入社しました。

̶̶̶それはどうしてですか。

（貫井社長）そうですね、非常に毎日が平凡だっ

たので、何か大きなことができないかなと思いま

して、夢を求めていったわけですね。

̶̶̶そこで勤めて、どんなことを学ばれまし

た？

（貫井社長）最初に勤めたお店が新宿の中心街で、

かなり人通りの激しいところだったので、店頭で

売れる商品はよく発見できましたね。

̶̶̶そういう中で、お仲間もずいぶん増えて

いったんですか。

（貫井社長）そうですね。当時、同僚とか、仲の

いいメーカーの営業マンとかと、「将来、独立した

いね」という思いを抱きながら、おいしい酒を飲

みたいっていうことで、ナポレオンクラブという

名前で会をつくりました。

̶̶̶ナポレオンが飲めるぐらい、みんなでお金

持ちになろうというような。

（貫井社長）そういうことじゃないんですが、独

立心が高かったんでしょうね。

̶̶̶貫井社長の中では、では知らず知らずのう

ちに、その独立心というのが芽生えていったんで

しょうか。

（貫井社長）そうですね、商売のほうも自信があ

りましたし、どこでも成功するような感じは、そ

の当時ありました。

̶̶̶そのころは、日本自体ももちろん勢いがあ

りましたし……。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶何かを始めれば成功するような、そんな空

気にあふれていたわけですね。

（貫井社長）そうですね。

【アクセサリー・服飾雑貨店で起業】

̶̶̶そして、27歳で創業されたんですよね。

（貫井社長）はい、そうです。

̶̶̶どういうことがきっかけで、「よっしゃあ、

創業しよう」というふうに思いましたか。

（貫井社長）そのメンバーの１人である営業の人

から、前橋市にいい物件があるよということで紹

介を頂きました。

̶̶̶ちょうどスズランの……。

（貫井社長）真ん前ですね。

̶̶̶真ん前にあるというので。

（貫井社長）当時、やはり一等地だったので、も

う一つ返事で、すぐに独立するということで開業

しました。

̶̶̶場所がこうして見つかったということなん

ですけれども、ただ、条件付きだったようですね。

（貫井社長）そうなんですよ。前の経営者のされ

ていた商品を買い取ることが条件だったので、そ

こに新たに仕入れを起こしまして、それで閉店

セールをさせてもらいました。それが非常に以降

の事業資金に役に立ったわけですよね。

̶̶̶こうして1982年に前橋市千代田町の前橋

スズランの前でお店を始めたということですが、

当時どんなお店でした？

（貫井社長）そうですね、非常にお店が狭かった

のですけれども、アクセサリーと服飾雑貨を中心
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に、パーティージョークっていう店名で始めまし

た。当時は中心商店街が非常に込んでいまして、

中心商店街の近くにも女子高や学校がたくさんあ

りましたので、夕方になりますと、その女子高生

たちでいっぱいになりましたね。

̶̶̶そのころの仕入れというのは、どのように

なさっていたんですか。

（貫井社長）そうですね、水曜日が定休日だった

ので、火曜日の夜から東京に向かって、当時、新

幹線はありませんでしたので、鈍行で、夜出かけ

ていました。

̶̶̶で、翌日、買い付けをするんですか。

（貫井社長）そうですね、１日回れるだけ回りまして、

トレンド商品とか、売れているものをチェックし

て、それを全部仕入れにしたわけですね。パーティー

ジョークのときに新しいカテゴリーをいろいろ試

したわけですけれども、カテゴリーでの売上構成

比をその当時から付けて管理していましたね。

̶̶̶そういう中で、売上を伸ばしていくという

自信が持てた？

（貫井社長）そうですね。店頭付近に服飾の回転

のいいものを置くと、売上に結びつくわけですよ。

例えばソックスとか、そういったものはかなり回

転していましたね。

̶̶̶商品管理をすることによって、データを基

に、どういうふうにディスプレーをしていったら

いいかというのも、社長ご自身で考えられたんで

すか。

（貫井社長）そうですね、あまりうまくないんで

すけれども。結構、変えるたびにデータが変わっ

てきますので。

̶̶̶そんなにはっきり表れますか。

（貫井社長）はっきり変わりますね。

【２店舗めの開店～ハンプティーダンプティー】

̶̶̶現在のハンプティーダンプティーとは、今

お話を聞いていると、ずいぶんと違っているよう

な、商品も含めて、客層も違っていたなあなんて

いう気がするんですけれども、それがどうして路

線を変えたんですか。

（貫井社長）５年後、すぐ近くに25坪のお店が空

いたので、そこをすぐ借りました。で、客層が同

じにならないように、その店はOLさん中心のお

店にしました。そのお店がハンプティーダンプ

ティーのスタートでした。

̶̶̶なるほど。ここでもやっぱり思い切りまし

たね、社長。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶で、そのお店を始めたときというのは、パー

ティージョークは……。

（貫井社長）まだやっていました。

̶̶̶２店舗あったんですね。

（貫井社長）２店舗ということですね、はい。

̶̶̶２店舗めでは、OLさんをターゲットに、

どんなお店の展開をしていったんですか。

（貫井社長）やはり同じ服飾中心なんですけれども、

大人っぽいアクセサリーとか、服飾雑貨が中心で

したね。

̶̶̶それがハンプティーダンプティーの前身

だったということなんですけれども、その後も、

今のハンプティーダンプティーになるには、では

幾つか段階がありましたね。

（貫井社長）ええ。ハンプティーダンプティーの

場所が実は地上げに遭いまして、同じ中心商店街

で探していたんですけれども、なかなか見つかり

ませんでした。そしてやむなく平成４年に郊外店

を決意し、上小出でオープンしました。

̶̶̶郊外に移すということでの不安などはあり

ませんでしたか。

（貫井社長）そうですね、かなり不安だったんで

すけれども、今までの同じやり方では当然、郊外

にはお客さまに来ていただけないということで、

新しいサービスを強化しました。

̶̶̶新しいサービスといいますと？

（貫井社長）一つは、営業時間のサービス。当時

はほとんどが閉店時間が８時だったんですけれど

も、その移転先のところは10時まで営業してい
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ました。

̶̶̶２時間延ばしたわけですね。

（貫井社長）そうですね。それからもう一つ、品

ぞろえの拡充ということで、アクセサリー、服飾

以外に、生活雑貨を取り入れました。

̶̶̶やっぱりOLさんが働いて、帰りに寄れる

ようなお店、そういったところから時間を長くさ

れたんですね。

（貫井社長）そうですね。当時、10時までやるっ

ていうのは、勤めているスタッフには大変だった

と思いますけどもね、何とかみんなで頑張ろうと

いうことで、できたと思います。

̶̶̶そういった新しいことへのチャレンジに

よって、お店は順調に軌道に乗っていきましたか。

（貫井社長）そうですね。まちのときよりも、さ

らに売上が大きくなりましたね。

̶̶̶ああ、そうですか。では、社長が選んだ道

というのは間違いなかったなと。

（貫井社長）そうですね。ピンチだったと思うん

ですけれども、そこを、郊外型しか見つからなかっ

たということで、それを前向きにとらえて、どう

やったらじゃあ人を集めるかとか、成功するため

にはどうしたらいいかっていうことをやっぱり向

き合ったというところが成功に結びついたので

しょうね。

̶̶̶もう環境としては決まっているのだから、

そこでどういうふうにするかというふうに思考を

変えていった……。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶そういった柔軟な対応というのが、成功の

秘訣につながっていくんでしょうかね。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶ここで１曲挟みたいと思います。今日は貫

井社長に選んでいただきました。マービン・ゲイ

の曲ですけれども、これはどんな思い出の曲です

か。

（貫井社長）そうですね、青春時代によく聴いて

いた思い出の曲ですね。

̶̶̶曲選びもおしゃれですね。私のほうで紹介

させていただいてよろしいでしょうか。

（貫井社長）はい、よろしくお願いします。

̶̶̶マービン・ゲイで、『レッツ・ゲット・イッ

ト・オン』。

【多店舗展開と商品開発】

̶̶̶株式会社ハンプティーダンプティーの貫井

哲夫社長にお越しいただいています。お店の移転

に伴って、現在の路線に舵を切ったということで

したが、お店を増やし始めたのは、貫井社長、い

つごろからですか。

（貫井社長）平成４年に郊外型１号店、上小出店

をオープンしました。まちの中よりも、その店は

かなり売れたわけですけれども、平成６年に２号

店である元総社店を出しました。広さは1.5倍あ

りまして、売上はそれ以上に大幅アップしたとい

うことで、この成功が、これから郊外型チェーン

としてやっていけるっていう自信につながりまし

たね。

̶̶̶多店舗化を考えた理由というのは、どうい

うところからでした？

（貫井社長）非常に当時、注目がありましたので、

多店舗をすることによって、いろんな仕入れも大

きくできますし、非常にダイナミックな商売がで

きるということで、多店舗にしたいなという考え

になりましたね。

̶̶̶出店というのは、これは順調にいきました

か。

（貫井社長）はい。その後、平成７年に伊勢崎宮

子店、平成８年に上中居店、平成９年に上並榎店

を続けてオープンしました。

̶̶̶お話を聞いていると、とても順調ですね。

（貫井社長）そうですね、当時は順調にいきまし

たね。

̶̶̶おしゃれな生活雑貨やファッション、アク

セサリーなど、たくさんの商品を扱っているんで

すけれども、プライベートブランドにも力を入れ

始めているそうですね。

（貫井社長）そうですね。現在、３万点を誇る品

ぞろえなんですけれども。

̶̶̶３万点ですか。

（貫井社長）はい。お客さまにこのままでは飽き

られてしまうということで、もっともっと感度の

いいデザイン性ですね、それから使い勝手のいい

機能性、それから価格、響く価格ということです

ね。ここを意識して商品に力を入れています。

̶̶̶やっぱりしっかりと、ここは押さえなくて

はというところを押さえながら、商品力を高めて
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いらっしゃるのでしょうか。

（貫井社長）そうですね、最近はうちでしか買え

ないPB商品にもかなり力を入れています。

̶̶̶そういったPB商品には、やはり女性の社

員の方のアイデアなどもずいぶん含まれるんです

か。

（貫井社長）そうですね、いろいろ意見を出し合っ

て開発しています。

【女性スタッフの働きやすい職場環境】

̶̶̶ハンプティーダンプティーに行きますと、

もちろん女性のスタッフの方が多いんですけれど

も、女性の労働環境に気を使われて、群馬県から

も表彰されていますよね。

（貫井社長）そうですね。うちはスタッフの90％

が女性なんですけども、女性も仕事を覚えて３年

から５年ぐらいたちますと、結婚適齢期になりま

すよね。ちょうどこれからというときに結婚、子

育てということで辞めていくことが多かったわけ

ですけれども、そこは一緒に、もったいないなと

いうところで、何とかそれを引きとめてうちで働

いてもらえないかっていうところで、これから育

児に入る人たちを３人集めて、その３人に、これ

からの制度をつくってもらいました。

̶̶̶具体的には、どのような内容でしょう？

（貫井社長）そうですね、育児休暇とか、短時間

労働とか。特に復帰するときに、女性は浦島太郎

状態になってですね……。

̶̶̶ああ、何年間か離れているわけですもんね。

（貫井社長）ええ、そういうときに、そうならな

いように、会社の現状の情報を共有できるような

形をつくりました。

̶̶̶また、そこに入れる、復帰できる空気とい

うのも……。

（貫井社長）そうですね、大事なところだと思い

ます。

̶̶̶きっとハンプティーダンプティーにお勤め

になっている方って、ハンプティーダンプティー

が好きだからこそ、お勤めになると思うんですね。

（貫井社長）そうですね。皆さん、できればずっ

と仕事をしたいなという人が多いんですけども、

どうしても子育てとか、制限とかいろいろありま

すから、そういうところがクリアさえすれば、お

そらく働いてくれる人はいっぱいいると思います

ね。

̶̶̶その制度を取り入れたことによって、やは

りずいぶん変わってきましたか。

（貫井社長）そうですね、離職率も下がりましたし。

̶̶̶その女性のスタッフの声などは、どのよう

な反響が返ってきていますか。

（貫井社長）そうですね、皆さん、進んで取るよ

うになっていますね。うちでは男性のほうも育児

休暇を取ることになっていますので。

̶̶̶育メンも応援ですね。

（貫井社長）そうです、そうです。大事なところ

ですね。

̶̶̶そのあたりっていうのはどうでしょうか、

現在進んでいますか。

（貫井社長）そうですね、もう去年も２人ほど取

りましたね。

̶̶̶ハンプティーダンプティーでは、ずいぶん

先取りして働きやすさという部分を強化していっ

たわけですね。

（貫井社長）そうですね。それがいい会社づくり

ということなんでしょうね。

【障害者雇用への取り組み】

̶̶̶そのいい会社づくりの一つだと思うんです

けれども、障害者雇用にもしっかりと取り組んで

いらっしゃいまして、おととし2012年に、障害

者の雇用に特別に配慮した子会社、特例子会社を

スタートさせましたよね。

（貫井社長）はい。

̶̶̶これは群馬県内では、聞いたところにより

ますと３例目、ハローワーク前橋管内では初めて

だったそうですね。

（貫井社長）そうですね。障害者雇用の制度がそ

の当時変わりまして、平成22年の秋に、役所か

ら不名誉表彰を受けたわけなんです。

̶̶̶不名誉表彰というのは……。

（貫井社長）責任が生じるということですね、障

害者雇用のですね。

̶̶̶それは法定雇用率の関係ですか。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶そのころはたぶん1.8％の雇用というのが

義務付けられている、記されているわけですけれ
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ども、下回っていたと。

（貫井社長）そうなんです。私も気が付かなくて、

あっという間にその人数に達したわけなんですけ

れども、もうどうせやるなら前向きにやろうと

思って、それで特例子会社に決意したわけですね。

̶̶̶なるほど。その特例子会社を簡単にご説明

いたしますと、子会社で雇い入れた障害者はハン

プティーダンプティーの雇用というふうに見なさ

れるので、子会社をお作りになったということな

んですけれども、この子会社を作ったメリットと

いうのはどんなところですか。

（貫井社長）そうですね、障害者の指導を専門的

にできるっていうことと、障害者が働きやすい環

境を整備できるというメリットだと思います。

̶̶̶ここでもやはり働いてくれる方が気持ちよ

くお仕事ができるようにということをお考えに

なったんですね。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶現在は何人ぐらいの方が働いているんです

か。

（貫井社長）現在は13人です。

̶̶̶どんなお仕事をしているんですか。

（貫井社長）パティーズクッキーっていうブラン

ドで、クッキーを焼いています。

̶̶̶おいしいクッキーが、皆さんの手でつくり

上げられて……。

（貫井社長）そうですね、添加物のない、おいし

いクッキーをつくっています。

̶̶̶この特例会社なんですけれども、早い段階

でこの制度を取り入れていますけれども、貫井社

長はこの制度をご存じだったんですか。

（貫井社長）全く知らなかったわけですけれども、

知り合いの養護の先生から、この制度があるよっ

ていうことで聞きました。

̶̶̶そして、社長のほうでいろいろとお考えに

なられたんですか。

（貫井社長）そうですね、いろんな人に聞き、研

究しながら、２年以上かけて、やっとの思いでつ

くることができました。

【30周年記念音楽イベント】

̶̶̶おととし、2012年は、30周年事業の一環

としてグリーンドーム前橋で大規模な音楽イベン

トを開催しました。貫井社長、なぜ音楽イベント

だったんですか。

（貫井社長）はい、企業の平均寿命は30年と言わ

れていると思いますが、これを我が社は上回るこ

とができたのはとてもうれしいことだと思います。

このタイミングで群馬のお客さまに何か還元でき

ないかな、何か面白いことはできないかなと思い

ついたのが、この音楽イベントだったわけですね。

̶̶̶音楽に目を付けたのはどうしてですか。

（貫井社長）歌はね、やっぱり皆さん、いろいろ

幅広く楽しめると思いますので、そういった面か

ら音楽がいいのではないかなということでやりま

した。

̶̶̶そのときのゲストが、本当にもう、そうそ

うたる方々でしたね。

（貫井社長）そうですね。ちょっと言いづらいん

ですけど、きゃりーぱみゅぱみゅとか、しょこた

んとか、子どもさんが喜ぶようなアーティストを

呼びました。

̶̶̶ちょうど、きゃりーぱみゅぱみゅさんが、

本当にファッションリーダーとしてもバーンと注

目されたときにいらっしゃいましたよね。

（貫井社長）そうですね、ちょうど紅白に出る前

だったですよね。

̶̶̶という中で、とても盛大な30周年記念イ

ベントを行い、音楽は皆さんが楽しめるものって

今おっしゃってくださいましたけど、そうなると

社長の趣味もやっぱり音楽だったりしますか。

（貫井社長）そうですね、あまり最近の曲は聞い

てないんですけども、古いソウル系の曲が大好き

ですね。
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【趣味のマラソン】

̶̶̶そういった音楽もお好きで聞いていらっ

しゃって、さらには健康維持、体力維持にも気を

使っていらっしゃるそうですね。

（貫井社長）そうですね。県民マラソンのスポン

サーになったきっかけで、趣味、マラソンを始め

たのが大体６年前ぐらいですかね。

̶̶̶走ることがお好きであったというのも、も

ちろんあるわけですよね。

（貫井社長）いや、そんなことないんですけれど

も……。

̶̶̶え、そうなんですか。

（貫井社長）ええ。まあ走っているうちに、だん

だん苦しさを乗り越えられるわけですよね。その

苦しさを乗り越えたときの爽快感っていうのが、

何か癖になったんでしょうね。

̶̶̶ランナーズハイのような。

（貫井社長）そんな感じですかね。

̶̶̶今はハーフを走られているんですって。

（貫井社長）そうですね。ハーフに挑戦しています。

̶̶̶そのほか、マラソンランナーの方には夢の

大会と言われる例の大会にも……。

（貫井社長）そうですね。昨年、12月にホノルル

マラソンにチャレンジしました。

̶̶̶いいですね。確かホノルルマラソンって、

まだ真っ暗なうちに走り始めるんですよね。

（貫井社長）そうですね。夜中の３時ごろ集まり

まして、スタートは５時ぐらいですかね。そこか

ら暗いうちに走り始めまして、だんだん明るく

なっていくわけですけどもね。

̶̶̶完走されました？

（貫井社長）そうですね。ちょっと時間がかかっ

たと思うんですけどもね、走りました。

【こだわりの県産野菜や石窯パン販売】

̶̶̶体も鍛えて、健康にも気を使っていらっ

しゃって、そんな社長だからこそかなと思ったん

ですけど、最近では前橋市青柳町の本店で、新た

に県産野菜や石窯パンを販売するお店もオープン

させました。やっぱり健康志向というのも、この

辺には含まれていますか。

（貫井社長）そうですね、はい。やはりライフス

タイルの中で最も重要なのが食だと思います。ま

だまだ世の中には、添加物や防腐剤の入ったもの

が出回っていると思うので、ハンプティーダンプ

ティーでは、おいしく食べてきれいになるってい

うコンセプトで、農家さんが大事に育てた食材、

そういった食材を使った加工品を集めて提供して

いますね。

̶̶̶反響はどうですか。

（貫井社長）非常に好評ですね。

̶̶̶聞いたところによりますと、その栽培して

いる場所、農場まで視察に行くんですって？

（貫井社長）そうですね。やはり責任があります

ので、現場を見て、確認して、あと、やっぱりつ

くり手の思いを我々は、せっかく育てたものを買

うわけですから、そこをちゃんと伝えなくちゃい

けないということで、思いを聞いていますね。

【今後の目標】

̶̶̶ハンプティーダンプティーのさまざまなお

話を今日は伺ってきたんですけれども、今後の目

標というと、どんなところが挙げられますか。

（貫井社長）そうですね、ハンプティーダンプ

ティーの世界観をぜひ全国47都道府県に味わっ

てもらいたいということで、全国制覇というとこ

ろを目標にしています。

̶̶̶現在、ハンプティーダンプティーでは、

34店舗ございまして、10月17日、間もなく京都

で35店舗目がオープンします。こちらのお店は

関西では初というふうに伺っていますし、この京

都の店舗がオープンしますと、16都府県でハン

プティーのお店を味わえるといことなんですね。

（貫井社長）そうですね。

̶̶̶こういうふうに多くの店がオープンできる

というのは、それだけ人材が育っていったからで

すか。
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（貫井社長）そうですね。我が社の評価基準では、

人を育てるということがすごく大きいと思うので、

そこは非常に重要だと思いますね。

̶̶̶やっぱり人ありきなわけですね。

（貫井社長）そうですね。人が全てです。

̶̶̶その人を育てる制度で、独特な評価基準が

あると伺ったんですけど。

（貫井社長）そうですね、我が社は業績を上げら

れた人をもちろん評価しますけれども、そういう

人を育てた人を、より評価する仕組みですね。

̶̶̶なるほど。そうしますと、みんなでよくなっ

ていこうというような会社の雰囲気になりますよ

ね。

（貫井社長）そうですね。皆さんで喜びを分かち

合えるということが、我が社の理念にもあります

から、そういうことが楽しくなりますね。

【起業を目指す人へのメッセージ】

̶̶̶さて、いろいろなお話を伺ってきましたけ

れども、最後に、これから起業や新規事業に取り

組もうという人へのメッセージの意味も込めてお

話しいただければと思うのですが、事業を始めた

り、拡大するために大切なことは何だと思います

か。

（貫井社長）そうですね、まず何をしたいか、そ

のためにどういう会社にするか、そういう思いが

重要だと思います。ただ、失敗というものが必ず

あると思いますので、失敗したら、失敗から学び、

諦めずに向き合うということが非常に重要です。

そしてどんどん皆さんがそういうものに挑戦して

いくということが必要だと思います。

̶̶̶貫井社長の今日のお話を伺っていきますと、

幾つかのピンチがありましたよね。そこをもチャ

ンスに変えていった、その諦めない気持ちってい

うのは、やっぱり大切ですか。

（貫井社長）そうですね。それが思いなんでしょ

うね。思いが強いっていうことが大事ですよね。

諦めないでずっと思い続けるっていうことが、最

後に成功へ導くのではないでしょうか。やってみ

ないとわからないですもんね。

̶̶̶今日は若い方もたぶんたくさん聞いてらっ

しゃると思うんですけれども、多くの力強いメッ

セージを頂きました。これからも衣食住通じての

ライフプランを提案していただければと思いま

す。「チャレンジ・ザ・ドリーム」、今日のトップ

インタビューは、株式会社ハンプティーダンプ

ティーの貫井哲夫社長にFMぐんまのスタジオに

お越しいただき、お話を伺いました。ありがとう

ございました。

（貫井社長）ありがとうございます。

̶̶̶それでは最後に、貫井社長に選んでいただ

いた曲をもう１曲お届けしましょう。ニルソンで

『ウィズアウト・ユー』。今日はどうもありがとう

ございました。

（貫井社長）ありがとうございました。

●信用保証協会からのお知らせ
「チャレンジ・ザ・ドリーム 25年度版」単行本

発行について

̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお

知らせです。群馬県信用保証協会の栗原さんにお

話を伺います。栗原さん、よろしくお願いします。

（栗原係長）こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、昨年４月にスタートしたこ

の「チャレンジ・ザ・ドリーム」の放送内容を単

行本にして発行しました。先月のこのコーナーで

も紹介していただきましたが、好評のようですね。

（栗原係長）はい、おかげさまで好評いただいて

おります。単行本「チャレンジ・ザ・ドリーム」

平成25年度版は、これまで放送したトップイン

タビューのうち、平成25年度の１年分、12人の

社長の話を収めたものです。起業・創業時の苦労

話、何度もピンチを乗り越えてきたサクセスス

トーリー、ヒット商品誕生秘話、起業・創業を志

す人へのメッセージなど、単行本のサブタイトル

にもなっている、起業やイノベーションのヒント

に満ちた経営者の言葉がたくさん詰まっていま

す。

̶̶̶私もこの番組を担当させていただいて、群

馬から大きく羽ばたいた企業の社長からの心のこ

もった貴重なお話をたくさん伺ったことを思い出

します。

（栗原係長）そうですね。この「チャレンジ・ザ・

ドリーム」の単行本は、これから起業・創業を志

す方はもちろんですが、若い方や女性にもぜひ読
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んでほしいと思い、１万5,000部作成しました。

金融機関、商工団体等の関係機関のほか、高校、

大学、専門学校にも広く配布しました。

̶̶̶好評のこの単行本ですが、さらに多くの人

に読んでいただきたいですね。

（栗原係長）はい。先月、リスナーの方にプレゼ

ントすると発表したところ、たくさんのご応募を

頂きました。好評につき、今回もプレゼントのご

案内をさせていただきます。ご希望の方は、はが

きにお名前、ご住所を明記の上、当協会までご応

募ください。詳しくは群馬県信用保証協会のホー

ムページをご覧ください。

̶̶̶まずは群馬県信用保証協会のホームページ

をご覧いただけばいいわけですね。また、FMぐ

んまのホームページでもご案内しております。こ

の「チャレンジ・ザ・ドリーム」単行本を読んで、

群馬でたくさん創業する方が増えるといいです

ね。

（栗原係長）はい、そう願っています。当協会では、

４つの柱からなる創業トータルサポート体制で、

創業を志す方を応援しています。創業をお考えの

方、また、創業を考えていても今一歩踏み出せな

いという方、ぜひ一度、保証協会の創業応援チー

ムにお気軽にご相談ください。

̶̶̶栗原さん、今日はどうもありがとうござい

ました。

（栗原係長）ありがとうございました。

●起業あれこれ紹介コーナー
群馬県立前橋商業高等学校

 滝沢光生先生と生徒の皆さん

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、後半は、新しい挑戦やユニークな取り

組みをしている企業、急成長企業などへの訪問イ

ンタビューですが、今日ご紹介するのは、企業で

はなく、高校です。群馬県立前橋商業高等学校の

ユニークな授業についてご紹介します。この番組

「チャレンジ・ザ・ドリーム」は、事業を興す起

業の支援につながればという思いを持って放送し

ていますが、前橋商業高校では、まさにこの起業

をテーマにした授業が行われているんです。その

名も起業実践といいまして、商業科の３年生、合

わせて５クラスが週に２時間履修しています。ど

んなことをしているのかというと、サービスの提

供などの課題について、生徒たちが調査・研究し

て話し合い、提案を行う授業で、最終的にはサー

ビスの実践まで行います。今年はこれまでに、JR

前橋駅前の商業施設エキータにあるカラオケ「ま

ねきねこ」で行うサービスの提案、それから、

ショッピングモール「けやきウォーク」で開催さ

れたお化け屋敷のサブプロデュースを行ったそう

です。そんな活動内容を聞いただけでかなり熱の

入った授業なんだろうなと想像するのですが、実

際に指導を行っている先生、そして授業を受けて

いる生徒さんたちの生の声を聞いてみようと、前

橋市南町の前橋商業高校を訪問してきました。

　私は今、前橋商業高校の多目的室に来ています。

とても広いスペースで、普通の教室の３倍ぐらい

あります。こちらの部屋は、グループワーク用に

使用したり、また、スクリーンもあるので、プレ

ゼンの練習に使ったりというふうに、普段の授業

で使われているそうです。起業実践の授業の中心

になっている滝沢光生先生、それから、授業を受

けている３年生を代表して、６人の生徒さんに集

まってもらいました。皆さん、よろしくお願いし

ます。

（生徒）よろしくお願いします。

̶̶̶滝沢先生、この起業実践という授業なんで

すが、実はもう何年も続いているそうですね。

（滝沢先生）はい、起業実践自体は６年目になり

ます。その前の３年間、総合実践という授業を含

めますと、全部で９年間実施しております。

̶̶̶この起業実践の授業の狙いというのはどん

なところにありますか。

（滝沢先生）まずは柔軟な発想力、それから突破力、
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継続力、こういったところです。

̶̶̶９年続けてみて、生徒たちというのは変

わってきましたか。

（滝沢先生）はい。以前の生徒は、自分たちの高

校の中でプレゼンをするのを非常に嫌がったんで

すけれども、最近は、そういうものを全く気にせ

ず、のびのびと校内でもプレゼンをしてくれるよ

うになりました。

̶̶̶授業内容というのは、先生たちがお考えに

なるんですか。

（滝沢先生）はい、基本的には授業を２人の職員

が担当しております。この２人で話し合いをしな

がら、生徒に、こういった企業やDVDの学習を

提示し、生徒の意見を反映しながら行っておりま

す。私自身も２クラス持っていますが、年によっ

ては、同じ人間が教えるんですけれども、全く違

う内容になることもあります。

̶̶̶今回はどのような形になっていますか。

（滝沢先生）はい、今回は、群馬県がやっており

ますコンビニへの商品開発が最初のスタートアッ

プでした。この後、株式会社コシダカホールディ

ングス様とご縁があって知り合えたものですから、

腰高社長にご講演を頂いた後、エキータにありま

す「まねきねこ」さんへの提案を授業の題材とし

て１学期の間やってまいりました。

̶̶̶本当にゼロからのスタートということでは、

先生たちはいろんなご苦労もあるでしょうね。

（滝沢先生）ライブ感というんですか、あとは自

由な発想で、ブレーンストーミングという手法を

使いまして、人の意見は必ず賛成しながら、そこ

にアイデアを自分なりに乗せていくということで、

ふざけないで、その中で思い切り楽しみながら付

加価値を加えていく、などを心がけている授業で

す。

̶̶̶生徒さんたちの反応はいかがですか。

（滝沢先生）年々、自分たちがつくったものが商

品になったり、今回のように大きな企業さんと提

携をすることで、意欲が変わっていき、そして達

成感などを感じる生徒が多くなっている、そんな

状況です。

̶̶̶ところで、この番組、「チャレンジ・ザ・ド

リーム」のインタビューを、授業の参考にしてい

ただいたことがあるそうですね。

（滝沢先生）はい。インタビュー記事がウェブに

載っておりましたので、昨年、記事を使った授業

を展開させていただきました。

̶̶̶ちなみに、どのような授業でしたか。

（滝沢先生）はい、自分たちでまず記事を読んで、

これはすごいと思ったところ、まねができないな

と思ったところ、または、まねしたいなと思った

ところ、そういった観点を個人個人でまとめて、

そしてそれをグループワークでグループの意見と

して発表する中で、新たな提案、そういったとこ

ろに結び付けたいなということでやってきまし

た。

̶̶̶このほど、このインタビューをまとめた本

ができまして、学校に寄贈させていただきました。

この本は活用していただけそうでしょうか。

（滝沢先生）はい。早速、１クラスの中で先日使

わせていただきまして、何人もの社長さんの思い

が詰まった本ですので、そういった部分の思いと

いうものを感じ取ってくれるといいなと思ってい

ます。

̶̶̶私たち制作者にとっても励みになります。

ありがとうございます。授業を受けている生徒さ

んにも話を聞いてみましょう。集まってもらった

６人は、カラオケ「まねきねこ」のサービスの提

案、それからショッピングモール「けやきウォー

ク」でのお化け屋敷サブプロデュースといった授

業の成果をまとめ、８月に行われた群馬県高等学

校生徒研究発表会に出場したグループなんです。

それではまず初めに、授業の感想から聞いてみた

いと思います。名前からお願いできますか。

（佐藤さん）はい。佐藤舞季です。

̶̶̶この起業実践の授業を受けて、どんな感想

をお持ちですか。

（佐藤さん）この授業は、普通高校では経験でき

ないとても貴重な授業です。教科書も、参考書も

なく、自分たちで実際に目標を決め、行動に移し

ていくことで初めて成り立つので、とても達成感

があります。

̶̶̶さあ、そしてお隣の女性にもお話を聞きま

しょう。

（宇貫さん）宇貫遙です。

̶̶̶宇貫さんはこの起業実践の授業を受けてみ

て、どんな感想をお持ちでしょう。
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（宇貫さん）先輩方が新商品を開発しているとこ

ろを見て、私も３年生の起業実践の授業をとても

楽しみにしていました。また、私のクラスは地元

の企業を盛り上げるお手伝いをさせていただくと

いう形だったのですが、最初は高校生の意見など

取り入れてもらえないのではないかと心配でした。

しかし、実際に企画を進めていくと、たくさんの

意見を採用してもらえました。この授業を通して、

何事も挑戦してみないとわからないということを

学びました。

̶̶̶挑戦することの楽しさというのを知ったわ

けですね。

（宇貫さん）はい、そうです。

̶̶̶そして、成果の発表を行ったということで、

同じプレゼンテーションを先ほど見せてもらいま

した。はきはきとした発表で、皆さんの熱意を感

じました。この発表についても聞いてみましょう。

発表の準備はどのように行ったのでしょう。まず、

お名前からお願いします。

（石井さん）はい、石井優衣です。

̶̶̶発表の準備は具体的にどのように行って

いったのか教えてもらえますか。

（石井さん）はい、先ほどプレゼンを見ていただ

いたのですが、そのほかに冊子を30枚近く用意

いたしまして、それは２～３週間かけて仕上げま

した。誤字や脱字があると困るので、それぞれの

生徒が持ち帰ってチェックするようにしました。

先ほど見ていただいたプレゼンは、７月から８月

の前半にかけて何度か練習を重ねて直しを加えて

いきました。より多くの人に楽しんでいただける

ように、写真を多く入れるようにいたしました。

̶̶̶より多くの人に楽しんでもらえるように、

そんな思いが伝わってきましたけれども、このま

とめや発表を通しての学びもたくさんあったと思

います。お話を聞いていきましょう。まず、名前

からお願いします。

（金子さん）はい、金子大介です。

̶̶̶まとめや発表を通して、たくさんのことを

学んだのではないですか。

（金子さん）はい、知識はもちろん必要ですが、

そのほかにも協調性、行動力が必要だと学ぶこと

ができました。そして、一生懸命行動すれば思い

は必ず通じるということが学べたのが、一番の収

穫だと感じています。

̶̶̶すごく皆さんの熱い気持ちが伝わってきま

したよ。

（金子さん）ありがとうございます。

̶̶̶皆さんは３年生なんですけれども、卒業後

の進路はどのように考えているのでしょう。まず

はお名前からお願いします。

（小畑さん）はい、小畑美鳥です。

̶̶̶将来の夢はどのように描いていますか。

（小畑さん）はい。学校卒業後は金融機関に就職し、

お客さまのことを第一に考えられるような大人に

なりたいと思っています。

̶̶̶やっぱりこう起業実践でお客さまと接した

からこそ、そんな気持ちが芽生えたんですか。

（小畑さん）はい。起業実践では多くのことを学

びました。人とのつながり、それが一番大切とい

うこともわかりました。

̶̶̶将来の夢に向かって頑張ってください。

（小畑さん）ありがとうございます。

̶̶̶さあ、もう１人、お話を聞いてみましょう。

まずはお名前からどうぞ。

（椛澤さん）はい、椛澤達郎です。

̶̶̶将来の夢はどのように描いているんです

か。

（椛澤さん）大学進学を考えています。

̶̶̶大学進学の後も、何か夢があります？

（椛澤さん）起業をします。

̶̶̶起業？　どうして起業なんでしょう。

（椛澤さん）この夏、「まねきねこ」さんとかとの

かかわりの中や、周りの人間との関係の中で、私

も起業してみたいと強く思ったからです。

̶̶̶やっぱりこの起業実践の影響というのは大

きかったんでしょうか。
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（椛澤さん）そうですね。普段やっぱり体験でき

ないことなので、実際、自分で見て、動いてやっ

たことは、すごい自分の力になったと思います。

̶̶̶そんなときに、起業という次の目標が見え

たわけですね。

（椛澤さん）はい、そうですね。

̶̶̶その夢が実現することを、私も応援してい

ます。

（椛澤さん）ありがとうございます。

̶̶̶生徒さんたちはこんなふうに話しています

が、滝沢先生、教えている側としてはどうでしょ

う。

（滝沢先生）はい、この授業というのは、一番生

徒たちの変容がわかりやすい授業なんです。その

中で、何か業を興したいだとか、プロフェッショ

ナルになりたいという生徒が出てきてくれるのが

非常にうれしいことです。

̶̶̶この先の目標はいかがでしょう。

（滝沢先生）この授業が前橋商業高校にさらに根

付いて、そしてほかの学校にも広がって、商業全

体の大きなうねりになっていけばいいなというふ

うに考えております。

̶̶̶起業をテーマにした授業、起業実践を行っ

ている前橋商業高校にお邪魔して、滝沢光生先生、

それから、授業を受けている３年生を代表いたし

まして、６人の生徒さんにお話を伺いました。皆

さん、今日はどうもありがとうございました。

（生徒）ありがとうございました。

●エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。今日は、番組前半は生活雑貨店を県内外に

展開している前橋市の株式会社ハンプティーダン

プティーの貫井哲夫社長へのトップインタビュー。

そして後半は、起業をテーマにした授業を行って

いる群馬県立前橋商業高等学校の取り組みをご紹

介しました。高校生たちの元気な様子に、こちら

まで勇気付けられる思いがしましたが、皆さんは

いかがでしたでしょうか。そして、思いといえば、

前半の貫井社長へのトップインタビュー、そして

期せずして後半の前橋商業高校の滝沢先生からも、

思いといったキーワードが出ました。やはり何か

を行うには、強い思いを持って取り組むことが大

切なんでしょうね。

　さて、トップインタビューの模様は、ポッドキャ

スト配信も行っています。FMぐんまのホーム

ページの「チャレンジ・ザ・ドリーム」のサイト

をご覧ください。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【12月の放送のお知らせ】

平成26年12月４日（木）12:00～12:55

再放送　 12月６日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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